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1

「さいたま市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編・事務事業編）(素案)」の
資料を全て一読した。この内容で進めて
ほしい。パリ協定のCO2削減目標を達成
するため、CO2を削減し、地球温暖化防
止、気温上昇を防ぐ活動を一人ひとりの
市民が実行されることに期待する。

全体 1

CO2削減目標を達成するために
は、脱炭素社会に向けた市民
の行動変容が必要であると考
えております。本計画に基づ
き市民の行動変容を促すた
め、各種取組を推進してまい
ります。

素案のとおりといたし
ます。

2

複数箇所に記されている「デコ活」につ
いてp45で説明されているが、初出のp16
にて名称の由来も含めて説明するととも
に、「10 用語解説」でも説明した方が
よい。

P15 1

ご指摘いただきましたとお
り、内容を修正するととも
に、用語解説に説明を追記い
たします。

ご指摘いただいた内容
を修正するとともに、
用語解説に説明を追記
いたします。

3

「(1)再生可能エネルギー等の導入目標
の考え方」の記載について、「カーボン
ニュートラル燃料やカーボンニュートラ
ルガスの普及を見込み…」を「カーボン
ニュートラル燃料やカーボンニュートラ
ルガス（e-methane等）の普及を見込み
…」に修正することを提案する。また、
表10についても上記修正と同内容を提案
する。

P39 1

e-methaneにつきましては、再
生可能エネルギー由来の水素
を利用して合成するものであ
り、脱炭素社会の実現を目指
すにあたり、大変重要である
と考えております。
しかしながら、カーボン
ニュートラスガスにはe-
methaneの他、カーボンニュー
トラルＬＮＧやバイオガス等
も含まれており、広く活用を
検討していくことから、素案
のままとします。

素案のとおりといたし
ます。

4

「②家庭への省エネルギー型設備・機器
の普及促進」について、「補助制度や事
業者等を通じた普及啓発等により、家庭
における高効率な省エネルギー型設備・
機器の導入を促進します。」と記載があ
るが、「実情に即した補助制度の拡充や
事業者等を通じた普及啓発等により、家
庭における高効率な省エネルギー型設
備・機器の導入を促進します。」に修正
することを提案する。

P46 1

省エネルギー型設備・機器の
補助制度につきましては、設
備の導入費用や市民等からの
需要、他自治体の事例等を参
考に見直しを検討してまいり
ます。

素案のとおりといたし
ます。

5

（１）家庭への省エネルギー設備・機器
の普及促進に「④省エネルギー設備・機
器の効果についての周知・啓発」
「省エネ設備の補助金制度の適用を受け
た市民の皆様に協力頂き、実際のエネル
ギーの使用量や削減量、光熱費の変化等
の情報を提供頂き、市のホームページ等
で公表する等の啓発活動を行います。」
を追記することを提案する。

P46 1

脱炭素社会の実現に向けて
は、市民の行動変容が不可欠
であると認識しておりますの
で、省エネ機器への切替促進
も含め、市民の行動変容に向
けた各種取組を推進してまい
ります。
ご指摘いただいた内容は、今
後の施策推進の際の参考とさ
せていただきます。

素案のとおりといたし
ます。

「さいたま市地球温暖化対策実行計画（区域施策編・事務事業編）(素案)」
に対する意見募集結果
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6

施策をさらに強化するため、「～大きく
貢献する再生可能エネルギー由来の水素
を含めた水素エネルギーの普及に向け
～」を「～大きく貢献する再生可能エネ
ルギー由来の水素および、その利用拡大
に資するe-methane等を含めた水素エネ
ルギーの普及に向け～」に修正すること
を提案する。

P51 1

「～大きく貢献する再生可能
エネルギー由来の水素を含め
た水素エネルギーの普及に向
け～」の中に、ご指摘いただ
いたe-methaneを含む水素キャ
リアの普及も含まれておりま
すので、素案のままといたし
ます。

素案のとおりといたし
ます。

7
　「メタネーション」や「e-methane」
の説明を本文中に解説コラムや図を活用
し紹介を頂きたい。

P51 1

水素と二酸化炭素から天然ガ
スの主成分であるメタンを合
成するメタネーション技術は
脱炭素社会の実現を目指すに
あたり、大変重要であると考
えております。
本計画におけるコラムにつき
ましては、主として広く市民
等に周知したい内容や本文を
補完する内容を選定し掲載し
ております。

素案のとおりといたし
ます。

8

　公共施設を整備する際に環境に配慮し
ライフサイクルを意識した設備更新を促
進する取り組みに賛同する。温室効果ガ
ス総排出量削減目標51％という高い目標
達成に向けては、記載にあるような令和
６年度以降の新設・改修物件に関わら
ず、既存建築物や予定されている計画案
件なども含めて、事前協議の内容に示さ
れた事項について改めて審議を行う必要
があると考える。
審議内容については再生可能エネルギー
の導入だけでなく、事前協議事項に示さ
れている内容を総合的に検討し、既計画
案件も再評価することが必要ではない
か。既存建築物や計画案においても、積
極的に再生可能エネルギーや水素利活用
などを検討・推進していくことが、脱炭
素社会実現に向けた「さいたま市の姿
勢」を示すものと考える。

P103 1

脱炭素社会の実現に向けて
は、新設、建替え等の場合だ
けでなく、既存建築物等につ
いても、積極的に費用対効果
の高い設備更新を促すことが
必要であると考えておりま
す。
ご指摘を踏まえ、修正いたし
ます。

ご指摘いただいた内容
を踏まえ、修正いたし
ます。
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9

目標を達成する為には、家庭、事業者の
取り組みが非常に重要である。行動変容
が起きていく為に、市の目標や取り組み
の周知、デコ活等の推進に引き続き取り
組んでいただきたい。目標達成や、取り
組みを評価することや、認定することも
必要かと思う。エコ商品の購入、エコに
取り組む企業を応援する、その企業から
調達する、などの動きが生まれれば、や
らないといけない意識が更に強まると考
える。さいたま市の脱炭素社会への挑戦
を応援している。

P44 1

ご指摘いただきましたとお
り、CO2削減目標を達成するた
めには、脱炭素社会に向けた
市民の行動変容が必要である
と考えておりますので、本計
画に基づき市民の行動変容に
向けた各種取組を推進してま
いります。

素案のとおりといたし
ます。

10

公共施設への再生可能エネルギー（再エ
ネ）導入の促進は、温暖化対策の鍵とな
る。市が先導して再エネ技術を採用する
ことで、環境への影響を減らし、市民に
対しても再エネの重要性を示すことがで
きる。また、特定の促進地域を設定し、
そこで集中的に再エネを導入すること
は、効果的な戦略となる。これにより、
さいたま市は地球温暖化対策のモデル地
域としての役割を果たすことができ、他
の地域に対しても好例を示すことにな
る。

P46 1

ご指摘いただきましたとお
り、CO2削減目標を達成するた
めには、再生可能エネルギー
を最大限活用していくことが
重要であり、まずは行政が先
導して脱炭素に向けた取組を
実施、市民・事業者にＰＲし
ていくことが必要であると考
えております。
促進区域の設定につきまして
も、まちづくりの方向性と合
致するエリアを設定していき
ます。
今度も、本計画に基づき、各
種取組を推進してまいりま
す。

素案のとおりといたし
ます。

11

市民参加型のプロジェクトを推進し、地
域住民が再エネに関与する機会を増やす
ことも重要である。教育プログラムや
ワークショップを通じて、再エネの利点
や地球温暖化対策の重要性を市民に伝え
ることで、市全体の意識向上を図ること
が可能となる。また、民間企業や地域コ
ミュニティとの協力により、技術的な支
援や資金面での援助を受けることも検討
すべき。

P64 1

市民・事業者等への周知・啓
発は重要であると考えており
ますので、今後、様々な媒体
や手法を活用し、市民等の行
動変容に向けた各種取組を推
進してまいります。
ご指摘いただいた内容は、今
後の施策推進の際の参考とさ
せていただきます。

素案のとおりといたし
ます。

12
表内「ＺＥＢの導入に関する検討状況」
の備考「ＺＥＢ Nearly」は誤りで、正
しくは「Nearly ＺＥＢ」ではないか。

P103 1
ご指摘のとおり修正いたしま
す。

ご指摘のとおり修正い
たします。

13

「市民１人当たりの温室効果ガス排出量
目標」で、取り組み内容と削減量を示し
た大変分かりやすい表があるが、上から
削減量の多い順に並べたほうが、より分
かりやすいと思う。こちらに書かれてい
る取り組みを実践することができる市民
にとって、より分かりやすい提示になる
と思う。

P37 1

ご指摘いただきました、取組
内容につきましては、取組内
容の分野ごとに掲載をしてお
ります。
ご指摘を踏まえ、より分かり
やすい提示になるよう修正い
たします。

ご指摘を踏まえ、修正
いたします。
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14

国立環境研究所による「脱炭素型ライフ
スタイルの選択肢『地域別データ可視化
インタラクティブツール』」
（https://lifestyle.nies.go.jp/html/
interactive.html ）というものがあ
り、こちらのツールでさいたま市を選択
して見てみると、太陽光パネルの設置や
電気を再エネに変えることはもちろんの
こと、「自宅をライフサイクルカーボン
マイナス住宅に」など、住宅の脱炭素が
何よりも脱炭素型のライフスタイルにな
ることが示されている。これを加味し、
市民＝家庭でできる脱炭素の取り組みと
して、住宅をぜひ上位に示してほしい。

P37 1

ご指摘いただきましたとお
り、住宅の脱炭素化は重要で
あると考えておりますので、
今後も市民の行動変容に向け
た周知・啓発等、各種取組を
推進してまいります。

素案のとおりといたし
ます。

15

何よりも効果の高い、かつ市民の健康に
も大変重要である『ZEH』化は、行政に
よる補助なくしては、一般市民にとって
は自力では実現が難しい。市民に一緒に
なって前向きに取り組んでもらえるよ
う、今回の計画改定で、市が補助などで
強力にサポートする姿勢を見せていただ
き、最も多い家庭・業務部門からの排出
として建物の省エネ化をどんどん進めて
いき、全国の手本となるような取り組み
を見せていただきたい。『ZEH』、断熱
化への補助のほうも、お願いしたい。

P48 1

ご指摘いただきましたとお
り、『ZEH』化は重要であると
考えており、市では、創エ
ネ・省エネ機器に対する補助
制度（「スマートホーム推
進・創って減らす」機器設置
補助金）を設け、家庭への導
入促進を進めております。
断熱化の補助制度につきまし
ては、設備の導入費用や市民
等からの需要、他自治体の事
例等を参考に検討してまいり
ます。

素案のとおりといたし
ます。

16

③公共施設への再生可能エネルギー等の導入促進
「災害時に避難所となる小中学校や公民館を中心
とした公共施設に、太陽光発電設備、省エネル
ギー・高効率機器、蓄電設備等の総合的な導入を
推進します。」に賛同する。避難所になる場所に
そうした設備が整っていることは何よりも安心に
つながる。そして公共施設であるということは、
普段から幅広く市民が訪れ、利用する場であり、
太陽光パネルによって電力が賄えているというこ
とが身近に感じられたりと、市民の家庭などでの
省エネの取り組みにもつながる可能性がある。し
かし、災害時を考えても、エネルギーの確保だけ
では不十分である。高い断熱性能が備わっていな
ければ、冷暖房の利きが悪く、その分余計にエネ
ルギーを消費してしまうことになる。「新規公共
建築物はＺＥＢ Ready 以上」、「既存公共建築
物は中規模修繕等の時期や費用等を勘案しながら
ＺＥＢ Ready 以上」を目指すと書かれている
が、ＺＥＢ Ready では、創エネがなく、50%以下
までしか削減できない。建物は一度建てれば30年
以上そこに存在し、気候変動により今後より一層
厳しくなる地球環境においても、今の子どもたち
やこれからの世代を守っていかなければならな
い。それをどれほどの性能で造るかは、今の世代
にかかっている。新規公共建築物については、必
ず、『ZEB』で建ててくほしい。既存公共建築物
においては、できる限り『ZEB』を目指してほし
い。既存の『ZEB』リフォームが難しいことは承
知しているが、誰もが利用し、災害時には頼りの
場にもなる公共建築物はどうにか『ZEB』にして
いただき、他の自治体に誇れるような取り組みを
お願いしたい。

P49 1

災害時には再生可能エネル
ギーの導入だけでなく省エネ
設備等の導入も重要であると
考えております。素案の中で
は、「新規公共建築物はＺＥ
Ｂ Ready 以上」、「既存公共
建築物は中規模修繕等の時期
や費用等を勘案しながらＺＥ
Ｂ Ready 以上」を目指すとし
ておりますが、環境局との事
前協議の中で、再エネ設備や
省エネ設備を最大限導入でき
るよう協議を行ってまいりま
す。
ご指摘いただいた内容は、今
後の施策推進の際の参考とさ
せていただきます。

素案のとおりといたし
ます。

4

https://lifestyle.nies.go.jp/html/
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17

「イベント等におけるリユース食器の活
用等により、使い捨て容器ごみの減量を
図ります」に賛同する。Megloo（メグ
ルー https://megloo.jp/ ）という取り
組みがあるが、こうしたものを、市が主
催するイベントや共催するイベントなど
では必須で取り入れたり、導入を奨励す
るなど、お願いしたい。

P62 1

リユース食器の活用により、
ごみの発生抑制につながりま
すので、今後も積極的に取組
を進めてまいります。
ご指摘いただいた内容は、今
後の施策推進の際の参考とさ
せていただきます。

素案のとおりといたし
ます。

18

「5-1 環境教育・環境保全活動等の推
進」より現実的で、身をもって体感がで
き、省エネにもなる、学校断熱ワーク
ショップの開催を取り入れるべき。現
に、夏の教室では過酷な状況で授業を受
けていたり、危険な気温や環境で体育の
授業を受けていたりと、大人よりも常に
身が危険にさらされている子どもたち
に、建物の断熱化がどれほど地球にいい
ことなのかを知ってもらう機会になるだ
けでなく、子どものうちに高断熱の建物
を体感していると、大人になった時に高
断熱の住宅を選ぶこともできる。さら
に、子どもが親に伝えることで、家庭で
の省エネにもつながる。埼玉県内でもい
くつか学校断熱ワークショップは開かれ
ているが、全国で広がるこの取り組み
を、市もともに、盛り上げていっていた
だき、省エネ行動を促進させてほしい。

P64 1

ご指摘いただきましたとお
り、建物の断熱化は重要であ
ると認識しており、市内の小
学校でも、有志団体によって
学校断熱ワークショップが複
数回開催されております。今
後も、断熱化の周知・啓発を
含め、市民の行動変容に向け
た各種取組を推進してまいり
ます。

素案のとおりといたし
ます。

19

環境審議会にて、太陽光パネルの設置ポ
テンシャルを調べるための予算を要求し
ているとの話があり、大変ありがたく思
う。ポテンシャルが判明したら、パネル
のリサイクル方法は既に確立しているこ
とをはじめ、太陽光パネルに関する誤解
を解くような、分かりやすいパンフレッ
トなどで、市民への啓発も合わせてして
いただけると、設置への考えが前向きに
なり、設置がどんどん進むと思う。既に
川崎市や東京都で分かりやすい説明が出
ているので、さいたま市でもぜひ、お願
いしたい。

P48 1

太陽光発電設備の導入を促進
させていくためには、市民・
事業者等への周知・啓発が重
要であると考えておりますの
で、今後、様々な媒体や手法
を活用し、周知・啓発を図っ
てまいります。
ご指摘いただいた内容は、今
後の施策推進の際の参考とさ
せていただきます。

素案のとおりといたし
ます。

5

https://megloo.jp/
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20

環境省は、昨年12月「くらしの10年ロー
ドマップ案」において、地球温暖化によ
る気候変動は危機の状況であると指摘
し、この10年が対策の正念場であり勝負
の10年だとしていると同様、本件温暖化
対策実行計画素案も確実に実現を期さな
けばならない。ただ、この素案で指摘し
ているように、CO2削減が実現できたと
しても地球温暖化が防止できるか否かは
不確実であるから、現在実際に起きてい
る35℃以上40℃前後の猛暑や集中豪雨と
強風等による被害を減少させるため経済
的観点から見れば、効率的ではないが、
温暖化防止対策と気候変動適応策を同時
に実施することが現実的で最善策だと思
う。従って、温暖化防止策に偏り過ぎず
適応策と均衡のとれた政策が必要ではな
いか。

全体 1

ご指摘いただきましたとお
り、地球温暖化を防ぐために
は、その原因物質である温室
効果ガス排出量を削減する
「緩和策」が最も重要です。
しかし、「緩和策」を最大限
実施したとしても、過去に排
出した温室効果ガスの影響に
より、完全に気候変動を避け
ることはできないため、気候
変動による影響に対して、被
害の防止や軽減を図る「適応
策」も重要になります。適応
策についても、本計画に内包
し取組を推進してまいりま
す。

素案のとおりといたし
ます。
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再生可能エネルギーの太陽光発電設備の
利用促進策として、補助金制度がある
が、利用拡大のために、メリット、デメ
リット及び設置費用、維持費、余剰電力
の売電利益等について誰にでも、閲覧し
やすい簡潔な方法で周知を続けることで
ある。

P48 1

ご指摘いただきましたとお
り、太陽光発電設備の導入を
促進させていくためには、市
民・事業者等への周知・啓発
が重要であると考えておりま
すので、今後、様々な媒体や
手法を活用し、周知・啓発を
図ってまいります。

素案のとおりといたし
ます。

■　集計結果

意 見 項 目 数

意 見 提 出 者 数

修 正 項 目 数

７名

２１件

４件

6


